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Ⅱ．土壌のイメージ32)
土壌は岩石からできた無機物と植物や動物、微生物の遺体などによる有機物からなる。この有機物の内、高分子化合物や微生物・根の分泌物が無機粒子をつなげて無機･有機粒子を形成し（図２）、さらにその粒子を結合させて様々な大きさの団粒を形成していく。
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　団粒ができることは、その粒子間に大小さまざまな隙間ができることを意味する。土壌がスポンジのような構造を持つとイメージできる。そして隙間に水や空気が流れ（図３）、根が伸張し、土壌微生物・小動物が住み（図４）土壌の機能が発揮される、とイメージすれば、土壌への理解を深めていただけるであろう。根や微生物は呼吸をし、さまざまな代謝活動をする。土壌は生きているといわれる所以である。




一方、土壌に供給された有機物は、どの土壌とも微生物によって水と炭酸ガスに分解されていく。しかし全てが分解されるわけでなく、分解されにくい有機物がどの土壌でも大なり小なり集積する。この土壌に集積し、土壌の骨格を形成する有機物を腐植という。

土壌の無機物の特性（化学・物理学／岩石の特性）で粒子の大きさ、腐植の集積、団粒の発展度合い、隙間の大きさ・量が異なり、水や空気の通りの難易、養分の保持、微生物活性などが異なる。また、これらの特性は下層に存在する土壌の水はけの難易の影響で大きく異なってくる。同時に、腐植の多少，環境条件に応じた無機質の鉄の形態で、土壌は黒、赤、黄、褐、灰等の様々な色（顔色）を示す2)。

2)荒木　茂(1990)：土の色は何の色？，土の世界，25-26，朝倉書店

32)遅沢省子(1990)：土の中は穴だらけ，土の世界，71-74，朝倉書店
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